
 

平成２７年度事業報告 

 

[Ⅰ] 歴博等の調査研究活動等への援助 

 

歴博への委任経理金     ３００万円 

 

[Ⅱ] 歴史民俗関係の図書等の発行・頒布 

１．歴博企画展図録等の発行・頒布 

（１）大ニセモノ博覧会 

（平成２７年３月１０日～５月６日）   作成部数 ３０００冊 

                         販売数  ２８４７冊 

 

（２）ドイツと日本を結ぶもの‐日独修好１５０年の歴史‐ 

（７月７日～９月６日）         作成部数 １３００冊 

                販売数     完 売 

               

（３）大久保利通とその時代 

（１０月６日～１２月６日）     作成部数 １５００冊                       

販売数  １３２１冊 

 

  （４）万年筆の生活誌－筆記の近代－  

（平成２８年３月８日～５月８日）   作成部数 １５００冊 

              販売数    ３４０冊 

 

＊販売数は、いずれも平成 28 年 3 月 31 日現在                  

 

２．歴史系総合誌「歴博」の発行・頒布（隔月発行・年６回） 

１９０号～１９５号                  各１０００冊 

                       

 



 

３．国立歴史民俗博物館研究報告の発行・頒布 

第１９６集 ２００冊 

第１９７集                      ２００冊                 

第１９８集                      ２００冊 

第１９９集                      ２００冊 

第２００集                        １００冊 

第２０１集                        １００冊 

 

４．国立歴史民俗博物館図録の発行・頒布 

伝統の古典菊                     １５００冊 

『ライデン国立民族学博物館・国立歴史民俗博物館所蔵 死絵』 ５０冊                        

  

５．その他 

  国立歴史民俗博物館ガイドブック（中国語）        ４００冊 

    

[Ⅲ] ミュージアムショップの事業 

 

１．商品の仕入・販売 

２．販売するグッズ等の開発及び販売促進等 

３．全国の歴史系博物館図録等の販売（ １１５館 ８９６ 種類） 

 

 

［Ⅳ］友の会事業の実施 

１．「友の会ニュース」の編集・発行・配布（隔月） 

（維持会員・普通会員には、歴史系総合誌『歴博』を同封） 

２．館長特別講演会 

「『村と村人』から江戸時代を考える」 

１１月２８日（土） 参加者：１６８名 



 

講師：久留島 浩 館長 

※講演終了後、館内レストランに於いて館長を囲む懇親会開催 

３．友の会講座 

（１）古文書講座 A コース 講師：山本 光正 前教授  

前期：計１０回 ４３名参加  後期：計１０回 ４０名参加 

（２）古文書講座 B コース 講師：山本 光正 前教授 

前期：計１０回 ５６名参加  後期：計１０回 ５５名参加 

（３）古文書講座入門コース 講師：山本 光正 前教授 

     前期：計１０回 ３９名参加  後期：計１０回 ３４名参加 

（４）情報資料学講座（計３回・参加者１６８名） 

第１回 ７月３日「館蔵錦絵資料のデジタル撮影と色彩分析」 

講師：鈴木 卓治 准教授（情報資料研究系） 

第２回 ８月７日「浮世絵風景画の完成と北斎・広重」 

講師：大久保 純一 教授（情報資料研究系） 

第３回 ９月３日「日本建築の独自性」         

講師：濱島 正士 名誉教授 

（５）歴史学講座（計３回・参加者：２２８名） 

第１回 ４月９日「落書きの心性史」 

講師：三上 喜孝 准教授（研究部） 

第２回 ５月２２日「平将門の乱とその刻印」    

講師：田中 大喜 准教授（歴史研究系） 

第３回 ６月４日「徳川家達－十六代様と近代日本－」 

講師：樋口 雄彦 教授（歴史研究系） 

（６）考古学講座（計３回・参加者：２４０名） 



 

       第１回 １０月１日「総合展示第１室リニューアルについて－弥生時代

を中心に－」  

           講師：藤尾 慎一郎教授（考古研究系） 

        第２回 １１月 ２６日「縄文時代はどのように理解されてきたのか？

平等社会から階層社会まで」  

講師：山田 康弘 教授（考古研究系） 

第３回 １２月１８日「考古学と年代学－炭素１４年代測定からわか

ること－」    

講師：工藤 雄一郎 准教授（考古研究部） 

   （７）民俗学講座（計３回・参加者：１７１名） 

       第１回 １月１５日「フランス人が見たアイヌ民族－１９世紀後半を中

心に」  

      講師：内田 順子 准教授（民俗研究系） 

        第２回 ２月２５日「民俗学から見たおみやげ研究」  

      講師：川村 清志 准教授（民俗研究系） 

第３回 ３月３日「日本・清国の交流 歴史と伝承」 

      講師：松尾 恒一 教授（民俗研究系） 

４．会員による会員のための見学会 

（１）５月２３日   千葉 旧鉄道連隊跡 

 （２）６月１１日   江戸城内郭の諸門めぐり 

   （３）７月１６日～１７日  北信濃（１泊バス旅行） 

   （４）９月１４日   鋸南町（日帰りバス） 

   （５）１０月２１日  江戸城内郭の諸門めぐり② 

   （５）１１月５日   青梅宿 



 

   （６）１月１７日   博物館初詣（横浜市歴史博物館） 

   （７）３月１２日   高輪～品川 

５．歴史の旅  

      「壱岐と中世北九州の旅」 

（名護屋城跡、元寇防塁、一支国博物館、福岡市博物館等） 

１１月１９日～１１月２１日 参加者：３３名 

講師：荒木 和憲 准教授（研究部） 

  

６．歴博映画の会 

第２４回 ５月２日（土）「轆轤技術の展開－木地から万年筆へ－」 

解説：川村 清志 准教授（民俗研究系）参加者：８８名 

第２５回 ９月５日（土）「津軽の民間信仰」 

解説：内田 順子 准教授（民俗研究系）参加者：１７９名 

第２６回 ２月６日（土）「酒造技術の継承」 

解説：青木 隆浩 准教授（民俗研究系）参加者：１４５名 

   ※国立歴史民俗博物館主催・国立歴史民俗博物館友の会協力事業 

 

７．自主学習会 

（１）近現代史読書会 

        月１回  計１２回  会員 ２９名 

    （２）近世史読書会 

        月１回  計１２回  会員 ２１名 

    （３）古代の東国探訪学習会 

        月１回  計１２回  会員 ３８名 

    （４）中級古文書学習会  

月１回  計１２回  会員 ２５名 

    （５）旅と街道学習会  



 

        月１回  計１２回  会員 ２５名 

（６）日本の民俗を訪ねる学習会 

        月１回  計１２回  会員 １４名 

    （７）総合展示物学習会 

      月１回   計１２回  会員 ２９名 

   （８）日本の原始・古代を考える 

      月１回   計１２回  会員 ３８名 

 

８．観桜茶会 ４月４日（佐倉市茶の湯の会）       

   


